
２０２４年度大阪府訪問看護実践研修
教育ステーション事業

実践報告

堺ブロック

シャローム訪問看護ステーション

中野 絵利



目標

1.多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

2.制度改定における知識を深め、体制の整備ができる。

3.地域において訪問看護ステーションの活動を周知できる。



研修事業

①医療・介護・障害のトリプル改定 研修
訪問看護ステーション向けに研修を行う。
R6年6月に実施される制度改定において知識を深め、現場で活用や対応策を
考えることができるよう支援する。

②多職種向けACP研修
ケアマネジャーやヘルパー等福祉職向けの研修を行う。
ACPの目的や実践方法を学び、地域住民に向けた活動ができるよう支援する。

③感染症対策の研修
訪問看護ステーション向けに研修を行う。
制度の改定でBCPの策定をすることが組み込まれ、各事業所での対応が必要と
なりました。感染症対策の知識を深め、具体的な取り組みにつなげられるよう
支援する。



①開催日：2024年7月20（土）14：00～15：30
テーマ：訪問看護報酬改定のポイントと実際

知りたい！障害福祉サービスと訪問看護の併用
場所：耳原旭ヶ丘会館
目標人数：30名
実参加人数：26名
PowerPoint講義（講師：徳山様・宮川様）のあと質疑応答

研修事業(集合研修）





研修事業(集合研修）

②開催日：2024年11月30日（土）14：00～17：00
人生会議（ACP）支援実践人材育成研修
場所：泉州看護専門学校
目標人数：50名
実参加日数49名



開催日：2024年9月7日（土）14：00～15：00
テーマ：感染症・BCP

これからの感染症対策
配信方法：ZOOM
目標人数：30名
実参加25名 アンケート回数数18名
PowerPoint講義（講師小川様）のあと質疑応答

研修事業(ＺＯＯＭ）



電話FAX相談Q＆A事業

目標数：20名 実施：28名
【相談内容】
報酬関係について2７名 書類について1名

受付：月～金曜日 10：00～16：00

広報方法：大阪府訪問看護ステーション協会ＨＰ、堺ブロック会員・非会員へ郵送案内
ＭＣＳ広報



府民への相談支援事業

開催日：2024年7月5日
地域のイベントに参加 10：00～17：00
健康相談ブースを設けて、バイタルチェックとインボディ測定
訪問看護の案内のチラシ配布
参加者：32名

開催日：2024年9月15日
大仙校区祭り参加 12：00～14：00
健康相談ブースを設けて、バイタル測定
訪問看護の案内のチラシ配布
参加者：6名



訪問看護体験研修事業

目標数：5名 実施：5名

【看護業務】

9：00 朝のミーティング参加
9：30 オリエンテーション

訪問看護の対象者、内容、システム、訪問バックについての説明
10：00 同行訪問（1～2件）
12：00 休憩
13：30 同行訪問（1～2件）
16：00 振り返り、記録
17：00 帰宅



【管理業務】

目標1名 実績1名

訪問看護体験研修事業

9：00 朝のミーティング参加
9：30 オリエンテーション

訪問看護の対象者、内容、システム、訪問バックについての説明
10：00 管理業務の講義

スタッフ管理、訪問シフトやスタッフ教育
12：00 休憩
13：30 同行訪問（1～2件）
16：00 振り返り、記録
17：00 帰宅



コンサルテーション事業

目標数：2名 実施：1名
内容
休憩の取り方、申し送りの仕方、勉強会を行う方法
BCPについて

【電話サポート】

【対面サポート】

目標数：1名 実施：1名
内容
訪問看護ステーションの運営方法（利用者の獲得・スタッフ教育・書類管理など）



地域における協力体制についての気づき

教育ステーションの活動を行うにあたり、自ステーションだけでは研修会の広報・
集客・開催は難しく、協力ステーションの協力を得て活動出来た。
特に人生会議（ACP）支援実践人材育成研修では広報・会場・当日の進行などたく

さんの協力が必要だった。

しかし、協力が得られる訪問看護ステーションが決まっている。研修会やブロック
会の参加者を増やすことでより地域に密着した活動ができると考える。



設定した目標の評価

1.多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

多職種での研修ができるように、多職種への周知が難しかった。
多職種で協力してＡＣＰを実施することの大切さを学べる研修ができた。
地域に定着するまでは継続して研修会などの周知活動が必要であると考える。

2.制度改定における知識を深め、体制の整備をすることができる。

制度改正を理解し訪問看護事業が問題なく実施できる学びがあった。

3.地域において訪問看護ステーションの活動を周知することができる。

地域のイベントに参加することでまだ訪問看護ステーションに認知度が低いことが分かる。
継続して周知活動が必要であると考える。



研修に関してはブロック内のニーズに合わせたものを考えた。
実際は他の病院や多職種の研修と重なった日に設定となり参加人数が伸び悩んた。
研修後のアンケート結果で今後に活かせると回答が多くあったので、
日時の設定や周知方法を検討しより多くの訪問看護ステーションに参加してもらいたいと
考える。

相談・体験・コンサルテーション事業を通して他事業所とつながり協力して訪問看護ス
テーションの質の向上を目指すことができた。

次年度も教育ステーション事業をさせていただくこととなったので、協力ステーションの
協力を得て計画的に事業に取りかかる。

教育ステーション事業全体の効果と次年度の課題について
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